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小学校英語活動における文字指導の現状 と課題

赤 沢 真 世

1.は じめ に

2006年3月 の文 部科 学省 「小学校 英語 活動 実施状 況

調査」に よれ ば,2005年 度 何 らか の英語活 動 を してい

る小学校 は93.6%に ものぼ ってい る。具 体的 な活動 内

容 と しては,学 年 が上 が るにつれ て簡 単な英 会話や発

音の割合 が高 くな って い るものの,「歌や ゲー ム などの

英語 に親 しむ活 動 」が最 も多 い割合 で行 われ てい る1。

しか しなが ら,た とえば村端(2006)は,ほ とん ど

の小学校 で展 開 され てい る英語 活動 の課題 と して,学

年 が進 む とと もに学 習意欲 が低 下 してい るこ とを指摘

してい る。 そ の理 由 と しては,活 動 内容 が児童 の知的

発達 や興 味,関 心 に合致 しな い こ と,教 師の無 理な教

え込 みや発 話 の強制 に よって児 童の 緊張感 や不 安感 が

高 まる こと,学 習 内容が 単調化 して活 動 に新鮮 さが無

くなって い る とい うこ とが挙 げ られ てい る2。

この よ うな状 況 に対 して,小 学校英 語活 動 におけ る

文字指 導 の必要性 が 叫ばれ 始 めてい る。 先 の村端 に よ

れ ば,「英語 学習 指導 にお け る期待 す る学力(最 終 到達

目標)」 を明確 に した授 業づ く りが必要 で あ り,そ の1

つ の核 と して文字 学習 が必 要 であ る とい う3。また,小

学校英語 教 育 にお ける研 究指 定校 の取 り組 み において

も,そ の意義 と必 要性 が示 され て きてい る4。

よって本稿 は,小 学校英 語活 動5にお け る文 字指導 に

焦点 を当 て,議 論 や指 導 の実 態 を押 さえ る とともに,

現状 か ら見 えて くる課題 につ い て明 らか にす る。 その

際 には,近 年 注 目され てい る音声 と文字 の 関係 につ い

て のルー ル で ある 「フ ォニ ックス(phonics)」 の指 導

や先進 的な取 り組 み につい て も言 及 してい く。

2.文 字指導をめぐる議論

本章では,文 字指導についての議論を整理するため

に,公 立小学校の英語活動の方針を定めた文部科学省

に よる文字 指導へ の見 解 を踏 ま え,文 字指 導 の意義 に

つい て展開 され てい る議論 を検討 す る。

(i)文 字 指導へ の危惧(文 部科 学省 の立場)

小学校 英語 活動 では,英 語 の ス キル の習得 よ りはむ

しろ,英 語 を用い て コ ミュニケー シ ョンを図 ろ うとす

る態度 の育成 が第 一の 目標 とされ てい る。 また,教 育

内容 におい て も,子 ど もに とっ て身近 な言語 の使用場

面を設 定 し,英 語 での コ ミュニ ケー シ ョン を体験 させ

るこ とが中心 とな って い る6。では,そ の よ うな英 語活

動 の位 置 づ けにお いて,文 字指 導 につい ては どの よ う

に示 され てい るの だろ うか。

2001年 の 『小学校 英語活 動実 践 の手引』(以 下 『手

引』 とす る)で は,「英 語 の文字 と音声 を同時 に媒 体 と

して意思 の伝達 を図 ろ うとす る こ とは,小 学校 の子 ど

もに とっては,負 担 が大 きす ぎて,英 語嫌 い を生 み出

す こ とにつ なが る」7,「 中学校 の 学習 内容の 先取 りす

るよ うな こ とは避 けな けれ ば な らない」8,と い うよ う

に,文 字指 導 の導 入 に よって起 こ りうる弊 害 が意識 さ

れて い る。 そ して 「小 学校 段階 で は,音 声 と文字 を切

り離 して,音 声 を 中心 に した指 導 を心が ける こ とが大

切で あ る」9と主張 され,文 字 指導 の具 体的 な指導方 法

につ いて は一切触 れ られ ていな い。

この 『手 引』 は,小 学校英 語活 動 の方針や 具体的 な

指導方 法 を示 した もので あ り,小 学校 現場 にお ける英

語活動 に大 きな影 響力 を持 って い る。 した が って,上

記 の よ うな 『手 引』 の記 述 か らは,文 科省 の見解 とし

ては,小 学校 英語 活動 では 「文字 指導 を行 わない」 方

針 で あ ると認 識 され てい くこ と とな った。

た とえば,初 の研究 指定校 で あ る大 阪市 立真 田山小

学校,味 原 小は,言 語材 料 中心 の英語活 動 ではな く,

生徒 に身近 で興味 ・関 心の あ る題 材 中心の活 動 を強調
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し,具 体 的 には歌や 寸劇,ゲ ー ム な どの体感 的学 習 を

中心 と した 「聞 く」 「話す 」活 動を行 うこ と,「 文字学

習 」や 「文 法学 習」 は行 わない こ とを示 してい る1°。

この よ うに,文 科省 に代 表 され る 「文字指 導 を行 わ

な い」 とす る立場で は,音 声中 心の小学 校英 語活動 が

文字 や文法 中心 の活動 に傾倒 す る こ とに対す る危惧 が

表 され てい る。 なお,管 見 の限 りにお いて,こ うした

危惧 を示す 主張以 外に 文字指 導へ の反対 意 見を表 した

ものは見 当た らない。 よって,文 字指導 の導 入 に反 対

す る立場 と しては,文 字 指導 が孕 んで い るそ の よ うな

危 険性 が主 な反対理 由 にな ってい る と考 え られ る。

したが って,文 字 指導 の意義 や 必要性 を論 じる際 に

は,文 字 指導 が孕 むそ うした危 険性 を も認 識 した上 で

議 論 され る必 要が あるの であ る。

(2)文 字 指 導の意義 と必要性

では一方 で,小 学校 の 文字指導 の 必要性 を示 す立場

は どの よ うな論 点 を提 出 してい るの だ ろ うか。

まず,た とえば久埜(1999)は,子 どもは環境 に溢

れ てい るアル フ ァベ ッ トを 自然 に覚 えてお り,そ う し

た 文字言語 に親 しみな が ら育つ こ とが 自然 だ とい う。

したが って,子 どもの 言語発 達 の過程 にお いて 「文 字

を排 除す る」 こ とは不 自然 であ り,文 字 入 りの絵 カー

ドや絵 本の 読み聞 かせ な どを通 して,自 然な形 で文 字

に触 れ る機 会 を与 え る重要性 を示 した11。

っ ぎに,そ うした文字 環壌 の必 要性 を超 えて,子 ど

もに直接 的 に働 きかけ る文字指 導 の意義 と必 要性 にっ

い ては,野 呂(2004)や 日本 児童英 語 教育学 会(Jastec)

関東 甲信越支 部調 査研究 プロジ ェク ト・チー ム(2002)

izによって示 され てい る
。 ここで両 者 の共通 点 と して

描 きだせ る のは以 下の 三点 であ る。

第一 に,と くに高学年 の子 どもは抽象概 念 の理解力

や 分析 力が発 達 し,文 字 に対 して興 味 を抱 くよ うに な

る,と い う子 どもの発 達段 階 を意識 してい る点 であ る。

第 二に,そ うした子 どもの発 達段 階 に合 致 した指導

と して,音 声 中心 の活 動 ばか りで はな く文 宇指 導が必

要 になる とす る点 であ る。 発達 段階 に応 じた指 導に よ

っ て,学 習態 度や興 味 の持続 につ なが る としてい る。

第 三に,記 憶の助 け と して文 字 を用い る必要性 を示

してい るこ とであ る。

さ らに,こ う した 共通 点の ほか,プ ロジェ ク ト ・チ

一 ムは,も う一っ の意義,「 文字 と音 の関連 を知 るこ と

で音 声把握 を 自覚的,分 析 的 に させ る」 とい う点を示

して い るこ とに注 目 したい。

これ は いわ ゆ る 「フォ ニ ック ス(phonics)」 の指 導

を指 してい る。 フォニ ックス とは,文 字 と音声 の関係

を示す ルール の こ とで あ り,英 語 を母語 とす る子 ども

は,幼 稚 園 ・小学校 入学 段階 か らその学 習 を始 める。

た とえば,cap/cup/copな どの音 と文字 の 関連 した単語

を教師 が提示 して,音 声 と文字 の 関係 の共通 点や相違

点を認識 させ る活動 が体系 的 に組 まれ てい る。そ して,

それ まで経 験,学 習 してきた音 声 と して の言葉 が どの

よ うに文字 へ と結び つ くか を学 習 してい くので ある13。

先 に示 され た点は,我 が国の 小学校 英語活 動 におい

て も,同 様 の過程 が 当ては ま るこ とを示 した ものだ と

言 え る14。す なわ ち,フ ォ ニ ックス の学 習は,子 ども

た ちが低 ・中学年 にお け る音声 中心 の活 動 で学び,体

験 してきた英 語 の音声 と,英 語 の文字 を結 びつ ける。

また逆 に文字 を知 るこ とに よって,音 声に対 して 自覚

的,分 析的 にな る こ とを可能 にす るとい うので ある。

そ して,こ こに示 され た よ うに,そ れ ま でに展 開 さ

れて きた音声 中心 の活動 と文 字指 導が切 り離 され るこ

とな く,そ のつ なが りの部分 が注 目され て い るこ とは

非常 に重要 なこ とで ある。 先 に述 べた よ うに,文 字指

導は,音 声 中心の英 語活 動 を文字や 文法 指導 へ と傾 倒

させ て しま う危 険性 も孕 ん でい るこ とが指摘 されて い

た。 けれ ども,音 声 と文字 の つな が りを意識 した フォ

ニ ックス指 導 のあ り方 は,そ の よ うな危 険に陥 ること

を避 ける よ うに,音 声 中心の活 動 で経 験,学 習 され た

内容 を尊 重 し,そ れ らの知 識 や経験 を文 字学習 の基盤

として 自然 に文 字へ とつ なげ る こ とを意 図 した もの な

のであ る。

以 上 のよ うに,あ くまで も音声 中心の活 動 を支え る

1っ の方略 と して,と りわ け抽象 概念 の理 解力や 分析

力が発 達す る高 学年 におい て は,文 字 指導 の必要性 が

示 され てい るこ とが明 らか に なった。 ま た具体的 な指

導方 法 と して,音 声 と文字 の 関係 につ い てのルー ル を

扱 うフォニ ックスの指 導は,そ れ ま での音声 中心 の英

語活 動 と文 字指 導 とを連携 す る文字 の導入 方法 として,

注 目す べ き方法 で ある ことが示 された。

(3)文 字 指導 の実態
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では,小 学校 英語 活 動にお いて,文 字 指導 は どの程

度取 り組 まれ,ど の よ うな 内容や活 動 が行 われてい る

のだ ろ うか。 こ こで高 木(2003)ISに よ る文字 指導 の

実施状況 につ いて の実態 調査 を取 り上 げたい。 この調

査は2002年9-10月 に国立36校,公 立108校,私 立

53校,計197校 を対象 に実施 され た(回 収 率49%)。

まず,外 国語 ま たは英語 活 動の実施 状 況にっ いて は,

全体で197校 中183校(92%),国 立は36校 中25校

(69%),公 立 は108校 中105校(97%),私 立 は53

校 中53校(100%)で あった。

文字 指導 の実施 率 につ いて は,国 公 立 では,文 部科

学省 の見解 を受 け,文 字指 導 をま った く行 っ ていない

とす る割 合 は約4割 と多 い。 けれ ども,文 字 指導 を行

ってい るとす る学 校 も15%存 在 してい る。一方,私 立

では,ほ とん どの学校 が文字 指導 を行 っ てい る とい う

結果 とな ってい る。

ま た,国 公 立 で は,「 文字 指 導は行 っ ていな いが,

環境 の 中 に文 字 を置 い てい る」 とす る学校 の割 合 が

43%に もの ぼっ てい る。 具体 的な 方法 と しては,表1

に挙げ られ る よ うな方法 で あ る。

文字つきの絵 カー ドを見せ ている。 49校

教室に身の回 りの英 単語や簡単な英文を掲示 している。 34校

英語活動で単語を黒板 に書 いた り,カ ー ドに書いて見せて

いる。

33校

英語の歌を歌 うときに歌詞カー ドを見せ ている。 28校

英語活動で文 を黒板 に書いた り,カ ー ドに書 いて見せてい

る。

27校

教室 に英語のポスター,手 紙な どを掲示 してい る。 24校

絵本の読み聞かせ をす るとき,文 字 も一緒 に見せ てい る。 22校

アル ファベ ッ トのパ ズルやゲームを教室 に設置 してい る. 15校

文字が使用され ているテレビ番組や ビデオ を見せてい る。 12校

教室にアルファベ ットの表を掲示 している。 3校

表1環 境の中に文字を置く方法(複 数回答,国 ・公 ・私立58校)
(出典:高 木,2003,pll2)

また,文 字指 導 の程 度 と内容 につ いて の詳細 な調 査

か らは,私 立小 学校 では 「フ ォニ ックスの指 導」や 「ワ

ー クシー トや ワー クブ ックを用 いた指 導」 な どの体 系

的 な指 導や,と りわ け高学年 にお いて絵 本 を読ん だ り,

外国人 に手紙 を書 い た りす る とい う発 展的 な課題 が行

われ てい る ことがわ か った。 それ に対 し,ほ とん どが

高学年 よ り文字指 導 を始 める国公 立小 学校 では,「文 字

カー ドを 見て音読 す る」 な どの活 動 が多 く,指 導方 法

が限 られ てい る実 態 があ った16。

,この よ うに,文 字 指 導 の実 態 調査 か らは,す で に

2002年 の段 階 におい て,多 くの割合 で何 らかの文字 指

導が行 われ てい る実情 が 明 らか となった。 指導の内容

や程度 にお い ては国公 立 と私立 の差 は大 きいが,国 公

立にお い て も環境 に文 字 を入れ てい る割 合 や高学年 で

の文字指 導 の取 り組 み の割合 の 高 さに見 られ るよ うに,

文字指導 の 必要性 が意 識 されて い るこ とが うかがえた。

以上 の よ うに,小 学校 英語 活 動 にお け る文 字指導 に

つ い て,そ の意義 と必要 性 が示 され てい るの と同時に,

小 学校英 語活 動 の現 場 での実 践 におい て も,文 字指 導

の必 要性 が意識 され て きて いる こ とが 明 らかになった。

3,文 字 指導 の実践

では,実 践 におい て は,ど の よ うな文字 指 導が展 開

され てい る のか。本 章 では,注 目すべ き取 り組み を挙

げ,文 字指 導 の方向性 や課 題 につ いて検討 したい。

(7)フ ォニ ックス 指導 に焦 点化 した取 り組み

野 呂(2004)は,文 字 指 導 の必 要性 を主 張 し,な か で

も,私 立小 学校 で多 くの場 合実 施 されてい るこ とが示

され たフ ォニ ックス の指導 を重 要視 してい る。

そ の理 由 と して,野 呂は英 語 を第 一言語 とす る国 々

では,英 語 の文字 と音 声 の結び つ きの困難 さを乗 り越

え るスキル と して,フ ォニ ックス の指 導が 重視 され,

入 門期 の英語 教育 に導 入 されて い るこ とを言及す る。

そ して,英 語 を学 ぶ 日本人 学習者 にも同様 の困難 さが

予想 され るこ とか ら,我 が国の英 語教 育に お けるフォ

ニ ックス指導 の必 要性 を示 して い る。 具体的 には,ア

ダム ス(Adams,1990)の 主張 に基 づい て,ま ず小学校

段 階 におい ては,フ ォニ ックス指 導 の前提 として,音

韻 認識 力(「 音 素へ の気 づ き」)17の 発 達 に焦点 を当 て

た指 導 を行 うことが良 い と して い る18。

野 呂は,小 学校 にお け る文 字指 導 と指 導試 案 として,

次 の よ うな学年 別 の文字 指導 にお け る 目標 を提案 す る。

3年 生 音声言 語にたっぷ り触れ る。

環境 に存在す る文字 に触れ る。

4年 生 音声言語 にたっぷ り触れ る。
ローマ字の読み書 きだ けでな く,

アル ファベ ットの大文宇 と小文字が言 えて書ける。

5年 生 フォニ ックスの学習 を通 して,

アル ファベ ットには別の読みかたがあることを認識 し,

個 々の文字 の音が識別でき る。

6年 生 文字 と音声 の対応ルールを理解 し,

それ を組み合わせて易 しい単語を読 むことができる。

表2野 呂による学年別文字指導試案(出 典:野 呂,2004,pl56。)

表2を 見 る と,フ ォ ニ ッ ク ス ・ル ー ル の 学 習 の前 提
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として,音 声言 語 にた っぷ り触 れ てい るこ と,ま た環

境 に存在す る文 字 に触 れ る経験 を持 つ こ とで,文 字 に

対す る関心 ・興 味 を育て てお くことが重視 され てい る。

具体 的 な学 習方 法 にお い て も,ル ー ル を初 め か ら提 示

す るの では な く,個 々の文 字 の音の識 別 か ら始 ま り,

徐 々に易 しい単語 を読 む こ とへ と段階 的な指 導 が示 さ

れ てい る。

この よ うに野 呂は,子 ど もの既 有の経 験や 知識 を尊

重 し,子 どもた ちが経験 ・学習 して きた英 語の 音声 を,

英 語 の文字 に結び つけ る もの と して フォニ ックスの指

導 に注 目してい る。 さ らに,そ の 前提 として 「音素へ

の気づ き」の発 達 を促 す 働 きかけ を重視 して い る。 こ

のよ うに,野 呂の提案 は,子 どもの学 習状況 を踏 まえ,

音 声か ら文 字へ の移行 を段階 的に指 導 しよ うとす る点

で 意義 のあ る主張 であ る。

しか しなが ら,こ う した フォニ ック スのル ー ルの学

習 は,あ くま で も 「知 識 」 と しての 学習 に とどまる こ

とが課 題で あ る。 結局 の ところ,知 識 が実際 の 読み書

きの中でい か に用 い られ るのか とい う段階 まで知 る こ

とがなけれ ば,上 辺 だ け の知識 とな る。 また,そ の よ

うな知 識の学 習 を実際 の読 み書 き と切 り離 した場合,

指 導 は教師 か ら子 どもた ちへの伝 達 とい う一方方向 の

教 え込 みに な りか ねな い。 この点 は,野 呂が依 拠 した

アダ ムス 自身 が指摘 され て い る点 で もあ る19。

した がって,野 呂の提 案す る文字 指導 は,子 どもの

現 状 をふ ま え,音 声 と文 字 のつな が りを意識 した点 で

は評 価 でき るが,実 際の 読み 書き活動 との連 関 が薄 く,

知識 偏重 に陥 りやす い とい う課 題 を持 ってい る。

(2)実 際 の読 み書 き活 動 とフォ ニ ック ス指導 の接 合

そ こで,野 呂 と同様 に 文字指 導の核 と して フォニ ッ

ク ス指導 に着 目しな が ら も,実 生活 や実際 の読 み書 き

活 動 との連 関 を意識 した 実践例 を 二つ取 りとげ たい。

①股 野(2003,2004)の 取 り組み

股 野 はまず,フ ォニ ック ス指 導 を 「『文字 』 と して

で はな く,『 音 をあ らわ す記 号』 と しての文 字指 導」zo

だ と述べ てい る。 股野 も,音 声 と文字 をつ な ぐもの と

してフ ォニ ックス指導 を位 置づ けて いるの であ る。

その上 で股 野 は,そ れ までの音 声 中心の英語 活動 に

対 して,「 『英 語 を ことば として系 統的 に学習 す る』 こ

とを 目標 に歩 を進 め る時代 には い ったので はない か」

21と し
,小 学校 英 語活 動 にお い てもフォ ニ ックスの指

導や 知識 ・スキル の系統 的 な指導の 必要性 を主張 する。

しか しなが ら,英 語活 動 にお けるそ うした指 導の系

統性 を重視 しなが らも,そ の系統 が 子ど もの実 生活 か

ら離 れた もの であ っては な らない とい う。 彼 女は,ニ

ュー ナ ン(Nunan,1988)の タスク論 に基 づき,「教 育的 タ

ス クJ,「 実 社会 的 タス ク」 とい う二っ の タス ク概 念が

小学校 英語活 動 に も適 用 され る とい う。教 育的 タス ク

とは,ゲ ー ムの よ うな 「学 習者 が教室 の 中で言語 を使

って行 う活動 や作 業」を指 す。一方,「実 社会 的 タスク」

とは,「学習者 が実社 会 に出 て遭遇 す る と想 定 され る仕

事 」 をも とに設 定 され た もので あ り,英 語活 動 にお い

てはい わゆ る 「タス ク」が これ にあた る とい う。 そ し

てその 上で,「 教育 的 タス ク」 に とどま らず,[実 社会

的 タス クに まで高 め る必 要 があ る」22と述 べ てい る。

こ うした考 え に よ り,股 野 は,「 知 識 」 と して学習

され るフォニ ックスのル ール を,実 生活 に結 びっ くに

っな げ る必 要性 を主 張 してい る。

では,具 体的 に どの よ うな指 導 を行 ってい るのだ ろ

うか。 指導 は,導 入,練 習,定 着,応 用 の流れ で計画

され てい る。 まず導入 では,"FamiliartoNew"を 掲 げ,

子 どもの既 に知 って い る身 近な もの か ら導 入 し,新 知

識 へ と結びつ け る こ とを意識 してい る。 新 聞や雑誌 の

広 告や ロ ゴ,略 号に触 れ,文 字 指導 の第 一歩 であ る 「文

字 の識別 」を行 う。 これ によ って,子 どもたちは,「 自

らが既 に多 くの文 字 を知 ってい る ことに気づ い て驚 き,

非 常に興 味 を示 した」乃とい う。

練 習 の段階 か らは よ りフォニ ッ クス ・ルー ルに焦 点

化 した指 導 とな る。 子 音 と母 音の結 びつ きに注 目させ

るため,子 音 と母 音の2つ のサ イコ ロを転が して各文

字や 二文字 を合 わせ た 音を い うゲーム な どを行 う。

定 着 の段 階 では,練 習 で扱 った既 習の 文字 の中か ら

3-5文 字の 単語 を実 際 に読む 活動,ま た身近 な単語 を

頭韻別 に集 め る活動 な どが組 まれ てい る。

応 用 では,「 実生 活 で の応 用」 と して,練 習や 定着

の 際 に取 り上 げ た 単語 を広 告 な どか ら探 し,そ れ を

個 々の 子 どものABCbookの 該 当す る箇 所 に貼 る と

い う活 動 であ る。 そ うす る こ とで,「 『文字 の音素』 を

繰 り返 し練習 し,学 習 の記録 とす る」24こ と もで き る

とい う。 また,「 実社 会的 タ スク」 と し て,順 い物 ご

っこ」 を通 して,学 習 した 「文字 の音 」を発 展的 に活
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用 させ よ うとす る活動 が組 まれ てい る(資 料1)。

資料1実 社会的タスクの活動例(出 典;股 野,2004.p22。)

股 野の実 践 は,以 下の 二点 におい て特徴 的 であ る。

第一 に,導 入 の際 には,環 境 に存在す る文字 を出発 点

とし,既 有 知識 や経験 を尊 重 してい る点 であ る。 第二

に,新 し く学習 したフ ォニ ックスのル ール を,子 ども

の実生 活 と結 び つ ける ことを意図 し,そ のた めに 「実

社会的 タス ク」 と しての課題 を設 定 した点 で ある。 こ

れ らの特徴 は,先 に述 べた野 呂の主張 で は課 題 とな っ

てい た,フ ォニ ックスの知識 を子 どもの実 際の読 み書

き活動 や生活 へ結 びつ け るこ とを よ り意識 した もの と

して意義 深 い実践 で ある。

② 東(2005)の 取 り組み

つ ぎに,東(2005)の 実 践 を取 り上 げ たい。 東 は,英

語 を母語 とす る子 どもの読み 書 き指 導 におい て,ホ ー

ル ・ランゲー ジ(WholeLanguage,以 下 「WL」 とす

る)に お け るフ ォニ ックス指導 に着 目 した。WLは,

1970年 代 後半 のア メ リカ で,読 み書 き指 導 にお いて,

フォニ ックス に代表 され る基礎 的 なス キル や知 識が意

味を持 つ文 脈 か ら切 り離 され,過 度 に強調 され てい る

状況 に批判 を向け登 場 した もので ある。 そ して,現 実

世界 の課題 を解 決す るた めの読 み書 き能力 の育成 を 目

的 と し,実 際 の読み 書 き活 動 こそ を重視 す る立場 に立

った。 従来,フ ォニ ックス とWLは 対 立概念 だ と捉 え

られ て きた が,赤 沢(2003)は,ウ ィーバ ー(Weaver,

C.S,1990)の 所 論 に則 り,現 実 の読み 書 き活 動 を重 視

す るWLの 理念 にお いて こそ,フ ォニ ックス指導 が正

しく位 置づ け られ て い るこ とを示 し,そ の具 体的指 導

方法 を提示 してい る25。

東 は,こ のWLに お け るフォニ ックス指導 の位置 づ

け に学 び,小 学校 英語活 動 にお け るフォニ ック ス指 導

の課題 と して も 「フォニ ックス指 導が他 の英語 活動 と

切 り離 され た形 で行 われ,ル ール の適用 過程 が軽視 さ

れ てい る 」26こ とを指 摘す る。 この指摘 は,上 述 の野

呂が孕 ん でい た課 題 と重 なる もの であ る。そ して東 は,

この フォ ニ ックス指 導の課 題 を認識 しなが ら,「学習 者

の気づ きを大切 に し,言 語 使用 を促 すた めの活動」 を

め ざ し27,「音 声 中心の アル フ ァベ ッ ト導入 」28と して

の実践 を展 開す る。 この よ うに,東 におい て も,フ ォ

ニ ックス指導 を,単 な る知識 の 学習 ではな く,実 生活

や 実際 の言語 使用 に結 びつ け よ うと してい る。

具体的 には,以 下の 四点 の柱 が留意 点 と して挙げ ら

れ てい る。 ① ゲー ムや ワー クシー トを多用 した体験的

な授 業,② 音 声 中心 に し,文 字 を書 くこ とは導入 しな

い,③ 中学校 の英語 科へ の スムー ズな移行 につなが る

よ う配 慮 す る,④ 英 詩や ポ ップ ソン グ,絵 本 な どの 中

で,実 際 に学 んだ フォニ ックス ・ル ール を発 見 し,読

め る ことを確認 す る作業 を取 り入れ る29。

この④ に挙 げ られ た,学 習 した フォニ ッ クスのルー

ル を,英 詩 や英語 の 歌な どを実 際 に読むな か で発 見 さ

せ,確 認 す る過程 を重 視 してい る点 が東の 取 り組み の

特 徴 であ る。 学習 した知識 を英詩 や歌 のな かで 「確認

す る」こ とで実際 の読 み書 きにつ なげ よ うと してい る。

以上 の よ うに,股 野 お よび東 の実践 では,フ ォニ ッ

クスのル ール とい う 「知識」 の学 習の みで な く,そ の

知識 と子 どもの実生 活 や実際 の読 み書 き活 動 とを結び

つ け るこ とが意図 され てい る。

こ こで再度 二つ の実践 の共通 点 を ま とめれ ば,以 下

の二点 にな るだ ろ う。第 一 に,あ くま で音声 を中心 と

した指導 と して位置 づ け,そ れ まで展開 され てきた音

声 中心の英 語活 動 にお いて子 どもが学習,経 験 した知

識や経 験 を踏 まえた 指導 で ある とい う点 で ある。 そ し

て第 二に,ル ールの 実際 の適用 まで を指導 の対象 と し,

単な る知識 の学 習 に とどま らず,子 どもの実生活や 実

際の読 み書 き活 動に つな げ よ うと意 図 され て いる点で

あ る。 これ らの視 点 は,文 字指 導 が音声 中心 の活動 を

文字 中心 の活動 へ と傾 倒 させ て しま うので は ない か と

い う前 章 で示 され た文 字指 導の課 題や,上 辺 だけの知

識に とどま って しま うとい う前節 で示 され た フォニ ッ

クス指 導 にお ける課題 を乗 り越 え る視 点 と して,示 唆

的で あ る と同時 に,先 進的 な取 り組み だ とい える。

しか しな が ら,こ れ らの 実践 には課題 も存 在 してい

る。 知 識 と して のフ ォニ ックス のルー ルが実 生活や 実

際の読 み書 き活動 と結 びつ くこ とを意 図 してはい るも
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のの,そ の結 びつ きが妥 当で あ るか ど うかは疑 問で あ

る。股 野 の 「買い物 ごっ こ」の活 動 では,学 習内容(フ

ォニ ックス ・ルール)と タス クの活 動内容(買 い物 を

す る)と の間 に必然的 な 関係 は無い。 一方,東 の実践

で は,学 習 内容 と しての フォニ ックス ・ル ール は,絵

本や 歌詞 の中 で 「確認 す る」 段階 に とどまって いる。

本来必要 とされ るのは,「 何 のた めに読む のか 」 「何

の ため に書 くのか」 とい う,目 的 を持 った課 題 におい

て,知 識 を適 用 しなが ら課題 を解 決す る こ とで ある。

そ うでな けれ ば,結 局,フ ォニ ック スの知識 の定着 が

指 導 の 目的 とな って しま う可能性 が ある。 しか しなが

ら上述 の実践 では,こ う した現実 的課題 を解 決す る過

程 にお いて学 習 した知識 を適 用す る とい う面 が弱い。

このよ うに,フ ォニ ックスの学習 を中心 と した文字

指 導 におい て も,必 然的 に実際 の読 み書 きが行 われ る

よ うな現 実的 課題 が設 定 され る必要 が ある。そ こで次

章 では,現 実 的な読 み書 き課題 に も とつ く文字 指導 と

は どのよ うな もの かにつ いて考 察す るこ ととす る。

(3)読 み 書 きが必 然化 され る課題 の設定

これ まで,文 字 と音 声 に焦点化 す る文 字指 導 のあ り

方 と してフ ォニ ックス指 導の実 践 を見て きた。一 方 で,

そ う した 「知識 」 を得 るための 学習 ではな く,実 際の

コ ミ ュニ ケー シ ョン とい う文脈 こそ を重 視す る立 場

が あ る。

た とえば村 端(2006)は,「 文字 学 習は 単な る個 々

の 文字や符 号 の学習 に止 ま らず,よ り高次 の,い わば

読 み 書 き能 力 を身 に つ け るた め の一 環 と考 え るべ き

な ので ある」30と 主張 し,文 字 指導 におけ る具 体的 な

目標 を段階別 にま とめてい る。 す な わち,そ れ は① 文

字 に対す る興 味 ・関心 を持 たせ る。 ②文字 を様 々な方

法 や 場 面で 実 際 に使用 してみ よ う とす る積 極 的 な 態

度 を育 て る。 ③ 最終 的 に,実 際 の使 用場 面 にお い て,

書 かれた内容 を正 しく理 解 した り,書 き手の意 向 を理

解 して適切 に応 じる こ とが でき る。 自分 の感想 や意 見

や 気 持 ちや 意 向 な どが読 み 手 に 正 しく伝 わ る よ うに

書 くこ とが で き る,と い うもの で あ る。 この よ うに,

文 字 を実 際 の使 用 場 面 にお い て使 用 す る態 度 や 能 力

が具 体的な 目標 として設 定 され る 点が 特徴 的 で あ る。

では,こ う した 立場 では どの よ うな実践 が展 開 され

る のか。 ここで は例 と して,大 阪府 河 内長 野市 立天野

小学校(以 下,天 野小)の 取 り組 み を見 てみ たい31。

天 野小 では,第4学 年 か ら読 む こ と,第5学 年か ら

書 くことを取 り入れ てい る。 具 体的 な 目標 と しては資

料2の よ うに示 され てい る。特徴 と しては,「書 くこ と」

にお け る 「書 き写す」 とい う記述 や,「 読む こと」にお

け る 「意味 を理解 し」 とい う記述 か ら,音 と文字 を分

断せ ず,「意 味」を中心 に した読 み書 き指導 が め ざされ

てい るこ とが うかが え る。

で は天野小 で は,と りわ け読み 書 き指 導 に関 して,

どの よ うな課題 が設 定 され てい るのだ ろ うか。

まず,子 どもた ちの興 味 ・関心 を踏 まえ,課 題が設

定 され てい るのが 特徴 的で あ る。 ア ンケー ト調査 では

読み書 きに 関 して どん な活 動 を したい か とい う質問 が

行 われ た。 そ の結果,手 紙 の 読み書 き,絵 本 や本 を用

いた活 動,メ ニ ューを読 む,パ ソコン を使 うとい った

例 が出 て きた とい デ2。 こ う した結果 か らは,課 題 設

定のあ り方 と して,「 聞 く」 「話 す」 とい う領域 と同様

に,「 体験 的 な活 動 の中 で 『読 む こ と』『書 くこ と』 の

活 動 が必 然 的 に入 って くる こ とを子 どもは 望 ん でい

る」こ とが示 され,カ リキュ ラム設計 の際 には,「 文字

をコ ミュニ ケー シ ョンの道 具 と して実 際 に使 う活動 の

開発 が 必要 」33で ある と認 識 され た ので あ る。 これ は

「文字 を活 用 した方 が よ り指導 の効果 を 高め るよ うな

機 会 を選 ん で指 導 す る」図とい うことが 主張 され てい

るこ とか ら もわ か る。

こ うした調 査 を もとに,具 体的 な課 題 が設 定 され た。

た とえば,4年 生 の最終 単元 で は,「 二 分の一 成人 式J

と して,英 語 で ス ピー チをす る課題 が設 定 され て いる。

そ こでは,子 どもの発表 したい内 容を踏 ま えて教師 や

ALTが 英 文 に表 した ス ピー チ原稿 を も とに練習す る

なかで,英 語 を読む こ とを実 際 に行 ってい る。また,5,

6年 生 にな る と,「友だ ち紹介 新聞 作 り」 「CMづ くり」

「4コママ ンガづ くり」 「メニ ュー,看 板 づ く り」な ど

の課題 のな かで,英 語 でメモ を取 り,そ の メモ を活用

して発表 した り,作 品 を創 作 した りす る35。

弊 読bこと 書くこと

前

期

翁

4

アル ファベ ッ トに興味 を持 ち,

語や文 を読 んで意味 を理解 し,

音読する。(第4学 年 よ り)

中

期

5

6

英語で書かれ た語や文 を読んで

意味を理解 し,音 読す る,

語や文 を書 き写す。

資料2天 野小の文字指導に関す る目標

(出典:天 野小公開研究会資料,p22)
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ここで注 目すべ きは,天 野小 の取 り組 み にお い ては,

指導の設 計 の順 序 が異 な ってい る とい うこ とであ る。

先に取 り上げ た 三例で は,ま ず学習 すべ き内 容(フ ォ

ニ ックス ・ル ール)が 計 画 され,そ の定 着や確認 の た

めに実践的 な文 脈 が付加 され てい る。 しか しなが ら天

野小 では,ま ず,文 字の読 み 書 きが必 然 的に含 まれ る

課題 の設定 が行 われ る。 そ してそ こか ら,課 題 を解 決

する過 程 におい て,文 字へ の 関心 ・意 欲 を高 め,英 語

の語や 文の 意味 を理解 す る とい う段階 的 な 目標 を達 成

す るための クイ ズや ゲーム が組織 され る(資 料3)。

以 上の よ うに,小 学校英語 活 動 におけ る文字指 導 を

考 える際 には,文 字 と音 の関係 に着 目 したフ ォニ ック

ス指導 が有 効 であ る と認識 され る一方 で,そ うした知

識 を取 り出 して指 導す るのでは な く,実 際 の コ ミュニ

ケー シ ョンにお いて文 字 が必 然的 に用 い られ る課題 を

設定す る こ とが重 要 であ る。 その 点 におい て,最 終 的

な課題 を設定 し,そ の過 程 と して 読み書 き指 導 を位 置

づけ る天 野小 の取 り組 みは示 唆的 で ある。

4.お わ りに 文字指 導の 現状 と課題

本稿 は,小 学 校英 語活 動 におけ る文 字指 導 につ い て,

議論 お よび実態 を明 らかに し,特 徴 的な 取 り組 み例 を

見る ことに よって,文 字 指導 の現状 と課題 を 明 らか に

す る ことを 目的 と した、

まず,現 状 と して,「 文字 を行 わ ない」 とす る文科 省

の方針 に対 して,と くに高学年 では,発 達 段階 の視 点

か ら文字指 導 の意義 と必要性 が提 出 され てい るこ と,

また,音 声 と文字 をっな ぐもの と してフ ォニ ックス指

導が注 目され てい るこ とが示 され た。 また,指 導 の実

態 を見て も文字指 導 への意識 は 高い こ とが わか った。

こ うした現 状 を踏 まえ,特 徴的 な 文字 指導 の実践例

を 見た。 音声 と文字 を つな ぐ指導 と しての フォニ ック

ス指導 では,子 どもの既 有知識 や経 験を出 発点 とし,

文字へ の気 づ きを重視 した指導 を行 ってい た。 しか し

なが ら,こ うした学習 は,実 生活 や 実際の 読み書 き活

動 との結 び っ きが弱 い とい う課題 が指 摘 され た。そ う

した課題 を意識 した股 野 と東の 実践 はさま ざまな工夫

が され てお り,示 唆 的 で あった が,や は り実 践的な読

み 書 きが必然 的 に位 置 づ けられ る課題 の設 定 とい う視

点 が弱い ことが指摘 され た。 そ こで,第 一一に現 実での

読み 書 き課 題 の設定 を重 視 し,そ の課題解 決 の過程 に

おい て読 み書 きの指 導が位 置づ け られ る天 野小 の実践

を示 し,解 決 の糸 口 と して提示 した。

以 上か ら,小 学校英 語活 動 にお け る文字指 導の課題

と しては 二点 が挙げ られ る。 第 一 に,文 字指 導の議論

や実践 か ら導出 され る課題 と して,と りわ け注 目され

る フォニ ック ス指 導 にお いて,知 識 ・スキルに焦点化

した指導 が 目的化 され る危 険性 を認識 す る必 要があ る。

第二 に,第 一の課題 を解決 す る枠 組み として,実 際の

コ ミュニケ ーシ ョン活 動が 必要 とされ る課 題設 定にお

い て基礎 的 な知識や スキル の指 導 を ど う位 置 づけるか

を検 討す るこ とで あ る。 先の天 野 小にお いて も,フ ォ

ニ ックス指 導 は言及 され てい ない。 基礎的 な知識や ス

キル の指 導が 具体的 に どの よ うに位 置づ け られ てい る

か につい て詳細 な検討 が必要 であ る。 第 三に,こ うし

た課題 を踏 ま えた上 で,小 学校 英語活 動 と中学校英語

教育 の連携 を考 慮す る こ とで あ る。 とくに中学校の 入

門期 のカ リキュ ラム は検討 され るべ きで ある。

小学校 英語 活 動にお い て,文 字指 導は非 常に重要 な

視 点 であ る。 そ して本 稿 で示 され た課題 は,中 学校 ・

高等学校 段 階の英 語教 育 を含め た,我 が国 の英 語教育

の方向性 自体 を 問 うもので もあ る。今 後の議論 ・実践

の展 開 に注 目していか ねば な らない。
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